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学位論文の要旨 

 

Effects of breastfeeding on postpartum weight change in Japanese women: The Japan 

Environment and Children's Study (JECS) 

 

（授乳の分娩後体重変化への効果に関する検討：エコチル調査） 
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1. 序論 

 母乳育児は母児ともにメリットがあることは既に知られているが，産後の母体の体重管

理における授乳の効果は充分に解明されていない．授乳は産後の体重減少を促進する効果

があるとする報告もあれば，授乳は母体の体重および体形変化に影響を与えないとする報

告もあり，一致した見解は得られていない．その要因として，サンプルサイズの問題や研

究ごとに授乳の期間や回数，体重変化の評価方法が統一されていない点が考えられた．そ

こで，約 10 万人の妊婦を調査対象とした「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコ

チル調査）」の調査結果を基に，授乳と産後の母体体重変化との関係を検討することを目

的に本研究を実施した． 

 

2. 対象と方法 

本研究はエコチル調査のデータを基に実施した．エコチル調査とは，胎児期及び出生後

の環境曝露が子どもの健康と発達に及ぼす影響を調査することを目的とする出生コホート

調査である．本研究は 2019 年に公表されたデータセット(jecs-ta-20190930)を使用し，こ

のデータには 103060 例の母体のデータが収集されていた．この中から多胎妊娠，早産お

よび過期産，流産および死産，基礎疾患および妊娠中の合併症がある症例，データ欠損例

を除外した 64469 例を解析対象とした．分娩後 1 か月～6 か月の時点で母乳のみを与えて

おり，人工乳を与えていない人を完全母乳群と定義した．1 か月～6 か月のいずれかの時

点で母乳と人工乳の両方を与えている人，つまり混合栄養群と，母乳を与えておらず，人

工乳のみを与えている人，つまり人工栄養群を合わせて，非完全母乳群と定義した．主要

評価項目は，分娩後 1 か月，分娩後 6 か月時点での分娩時体重からの体重変化量，妊娠前

体重からの体重変化量（分娩後の体重保持）とし，完全母乳群，非完全母乳群の 2 群間で

体重変化量を比較した．また，多変量解析を用いて分娩後の体重変化に影響を及ぼす因子

を検討した．本研究は横浜市立大学市民総合医療センターの倫理委員会の承認（承認番

号：B190700021），およびエコチル調査コアセンターの承認を得て実施した． 

 



3. 結果 

解析対象となった 64469 例のうち，完全母乳群は 26340 例(40.9%)，非完全母乳群が

38129(59.1%)であった．体重保持の平均は，分娩後 6 か月時点では，全体で完全母乳群

0.2kg，非完全母乳群 0.8kg であり，妊娠前の体重にほぼ戻っており，それは完全母乳群

において有意に回復していた（p<0.001）．また，体重保持は妊娠前 BMI ごとに異なり，

肥満（1 度）群（妊娠前 BMI 25 以上 30 未満）と肥満（2-4）群（妊娠前 BMI30 以上）

では妊娠前の体重よりもさらに減少しており，完全母乳群の方が非完全母乳群よりも著明

であった． 

重回帰分析の結果，分娩後 6 か月時点の体重保持に影響を及ぼす最大の因子は，妊娠中

の体重増加量であった（β=0.43; p<0.001）．2 番目に影響の大きい因子は妊娠前 BMI で，

妊娠前 BMI が大きいほど体重保持が小さくなる結果となった（β=-0.147; p<0.001）．3 番

目に影響の大きい因子が児への授乳方法であり，完全母乳栄養は非完全母乳栄養と比較し

て体重保持が小さくなる結果となった（β=-0.107; p<0.001）． 

 

4. 考察 

この研究により，完全母乳栄養は混合栄養や人工栄養と比較して，有意に分娩後の体重

減少に効果がある可能性が示された．また，体重減少は妊娠前 BMI の大きい肥満（1 度）

群および肥満（2-4）群でより大きかった． 

Neville らは，システマティックレビューで母乳栄養と体重変化との関連が観察されな

かった研究のほぼ半分（21 件中 10 件）で，サンプルサイズが 60 例未満と小さい，また

は観察期間が 3 か月以内と短い傾向がみられたと報告している（Neville et al., 2014）．一

方，サンプルサイズの大きい研究では，母乳栄養と分娩後体重変化との関連を示すとの報

告が複数ある．Baker らは 36030 例を対象とした検討で，母乳栄養は分娩後 6 か月の体重

保持の減少に効果があったと報告している（Baker et al., 2008）．また，Krause らは後方

視的検討において，分娩後 6 か月時点では体重保持の平均値は完全人工栄養に比して，混

合栄養で 0.84kg，完全母乳栄養では 1.38kg 少なかったと報告している（Krause et al., 

2010）．近年，Waits らは台湾人を対象にした 52367 例の後方視的検討で，分娩後 6 か月

間に完全母乳栄養だった母体は，体重保持が混合栄養と比較し 0.7kg，完全人工栄養と比

較して 1.3kg それぞれ少なかったと報告している（Waits et al., 2020）．本研究では，前

述の大規模研究よりも多い 64469 例を対象としたが，前述の大規模研究と同様に完全母乳

群は非完全母乳群と比較し，分娩後の体重減少量が有意に多く，体重保持が有意に少ない

結果であった．また，重回帰分析の結果，体重保持よび分娩後 6 か月時点の分娩時からの

体重減少量は，妊娠中の体重増加量，妊娠前 BMI，授乳方法と相関していた．これらの結



果は，完全母乳栄養は分娩後の体重減少および体重保持の減少に寄与することを示唆して

いる．また，肥満（1 度）群および肥満（2-4）群の妊娠中の体重増加量は他のグループと

比較して少なかった．これは妊娠前 BMI が高いほど推奨される妊娠中の体重増加量が少

なくなるため，肥満（1 度）群および肥満（2-4）群は他のグループと比較して妊娠中の体

重を増やしすぎないように指導されていた影響と考えられる．そのため，体重減少は妊娠

前 BMI の大きい肥満（1 度）群および肥満（2-4）群でより大きかったと考えられる． 

本研究で完全母乳栄養は混合栄養や人工栄養と比較して，有意に分娩後の体重減少に効

果があること，体重減少は妊娠前 BMI の大きい肥満（1 度）群および肥満（2-4）群でよ

り大きいことが示された．この研究結果は，体重管理に難渋している母体に対して，母乳

栄養を継続する動機付けとなると考えられる． 
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